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生きて いるか

一 日本社会の変容の中で -

本田 由紀さん
(東京大学大学院 教育学研究科教授)

1 9 6 4 年生 まれ 東京大学 大学 院教育 学研 究科教 授｡ 専

門は教 育社 全学｡ 教育 ･

仕 事
･

家族という3 つ の 社会 領

域 間の 関係に 関する実証研究を主として行う. 特に ､ 教 育

から仕事 へ の 移行をめぐる変化に つ い て指摘と発音を積 態

的に 行っ て い る ｡

著 書に 汗家庭教 育｣ の 隠 路』 ( 勤革 書房) ､ F教 育の 職

業的意義｣l (ちくま新書) ､ 『｢ ニ
ー

ト｣ っ て言うな!』 (共著 ､

光文杜新書) など多勤 ｡

嘩りu 月3 日(土 偶) ～ 4 日(日)
3 日 9 : 3 0 ～ 開会行事

1 0 : 3 0 - テ
ー

マ 別分科会

1 4 : 4 5 ～ 記念講演

4 日 9 : 3 0 ～ 教科別分科会 ･ 実践講座

1 6 : 0 0 ～ 閉会行事

◎ フォレスト仙台 ほか

参加費 5 0 0 円

｢ 大阪の教育条例と

大津の『い じめ』事件から見えてくるもの｣
講師 : 中森 孜郎さん ( 宮城教育大学名響教授) 他

1 0 月2 0 日(土) 1 3 : 3 0 ～ フォ レスト仙台 第7 会 議室
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9 : 3 0 1 0 : 3 0

1 1 /3 【土･ 祝】

1 1 / 4 【日】

■ テ ー マ別分科会

l 開会行事
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9 : 3 0

1 4 : 4 5 1 る: 3 0

旨己念講演

⊥
___
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科
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1 6 : 0 0 1 6 : 3 0

1 1 月3 日( 土) 1 0 =去0 ～ 1 4 =4 5 フォレスト仙台

分科会名 ｡ 分科会のテ ー

マ
｡ 話し合いの枝

子どもの進路と教育

宮城の子どもの進学 ｡ 就労問題 ～ 新入試制度等に つ い て ～

･ 新入試制度に つ い て
･ 就労状況と問題点

子どもの参加 ･ 保護者 ･ 地域共同の学校づくり

震災から1 年半､ 被災地ボランテ ィアを通し考えた｢生圭ること｣ ｢学ぶこと｣

- ボランティ ア活動に参加した大学生､ 高校生とともに語り考えます-
｡ 子 どもの声が大切 にされる学校づ く り
･ 保護者の 願い を大切にす る学校づく リ
･ 地域 に根ざした学校づく リ

子どもの文化と教育
本物を ｢ み る ･ きく ･ ふれ る｣ い となみ を大切 に

一自分らしさをいき いきと表現するため に-
･ 文化の 力で 地域 ･ 教育の 再生を
･ 自動文化活動 ( こ ども ･ おや こ劇場等) の 取 り組み
･ 学校 の 中で の 表現 ･ 鑑賞活動の取り組み

子どもたちに
′′

生きる力
"

と しての読書の喜びを

子どもも大人も本が大好き!
･ 学校 図書館の実態を知 る｡
･ い まどきの書店事情
･ 家庭内で は ･ ‥

･ 公共図書館から見えるも の｡

平和な未来と教育

平和の尊さをどう伝えて い くか
･ 子ども とつ く る 平和の学び
･ 戦争体験をどのように継承するか
･ 被爆体験の語り部から平和を学ぶ

分科会名 ･ 分科会のテ ー

マ ･ 話し合いの鍾

どうする私たちの町の教育
｢ どうする被災地 学校統廃合 ･ 放射能問題と向き合 っ て｣

子どもが育つ授業とは
｢ 学力テ ス ト｣ ｢ 学力向上｣ 政策で子どもは育 つ か｡

一行故 による教育介入 ･ 数値目標の実態-
･ ｢ 学力テ ス ト｣ ｢ 学力向上｣ 政策で 子ども は育 つ串

､
｡

･ 教育に おける ｢ 数値 目標｣ で子 ども は 育つ か｡
･ 子どもに 自信をもた せ ､ 子 ども を育 て る授業づくリ

語ろう ｢ 障書児 ･ 障害者問題｣ 〈障害児軟膏フ ォ ー

ラム〉

｢それ で も地域で暮らしたい ｡
･ 総合支援法の問題点
･ 年収10 0 万 円以下 で の 生活
･ 支援学校の進路指導 の問題

貴国 ･ 格差と教育､ 子育て

震災被災から1 年経っ て見えてきた貧困 ･ 子育ての 問題

臨時教職員制度の問題を考える

新 しい教員採用選考制度を考える
･ 新 しい教員採用選考制度 の特徴と問題点
･ 情報開示から見える教員願用選考の評価基準
･ 臨時教職員の かかえる悩 み ､ 情報交換
･ 轟災後の 教育現場 ( 臨時教職員の視点から見え るもの)

生きづらさをかかえた子どもたち(不登校･非行･ひきこもり)

不登校 ･

い じめ ｡ ひき こもり ･ 荒 れを考える｡
･ 震災後の 子 ども の 不 登校 ･ 荒れの 問題
･ い じめ問題
･ 経験した子 ･ 親の 話 ～

目 標を 持ち歩きは じめた人 ･ ひ き こも り
･ 不登校児 ･ 生徒の 学習支援

幼年教育と保育そ して学校教育

幼児の育ちと保育園 ･ 幼稚園 ･ 小学校の 連携
･ ｢ 新 シ ス テ ム｣ は 保育園 ･ 幼稚園をどう変え る か｡
･ ｢ 新 シ ス テ ム｣ と幼保一体化 ～ 幼児期の教育と は
･ 子 どもの 豊かな学びを青む保育と小学校 との 連携
･ 本当の学びとは｡

ト 問い合わせ ･ 連絡先 1 2 みや ぎ教育のつ どい実行委員余事務局
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:悪書讐要望欝欝芸一塁孟是毒賢諾慧諾:芸詣壷警冨監芸芸芸蒜忘芸蒜
~

慧 濫諾
鰊 部

政令▼みや音数膏和親お ン ダ
ー ■芦坤 夢寧撃破鼻紙合

V
I み やぎ軟膏文化研究セ ンタ ー

学芸蒜蔓慧墓誌墓慧警讐覧遺筆欝詔･誓蓑濫慧釜台 . 草城 碑 癖 牌 会
● は らか ら

▼宮城痕敦孟
ー習鱒県高校 1 替崇児尊慮退職教職員の金 一垣噂県鳥等学校

"

野草児挙痕教職員組合 ･ 草城 碑 醜農協議会
･ 宮城県渾鱒車羞連絡会噌 賎醸穣替蘭係風体法線金 一宮城県展同教葡河東鱒体蓮棒金 ･ 宮鱒県営触謹膚療法合
噌 磯子ど もを守る傘･ 宮城白荻野馨 ･ 畏ま教棄奄すす塾■る膏墟の寧 ●常時教職鳥制度の改革竜求める革域蒔壌絡会

以上25 聞′(声辛苦頂)




